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▼森林資源でまちづくりを考えるシンポジウム
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君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
磯
田
健
一
代

表
）
を
進
め
て
い
る
東
川
、
剣
淵
、
愛
別
、

東
神
楽
４
町
の
親
子
ら
が
集
ま
っ
て
、
10
月

６
日
森
づ
く
り
の
植
樹
と
交
流
の
集
い
を
開

き
ま
し
た
。

　

君
の
椅
子
倶
楽
部
を
通
じ
て
椅
子
を
購
入

し
た
全
国
各
地
の
家
族
も
加
わ
っ
て
、
「
君

の
椅
子
の
森
」
に
１
７
２
人
の
親
子
が
集
ま

り
、
約
10
㌃
に
ナ
ラ
、
ク
ル
ミ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
、
シ
ラ
カ
バ
の
４
樹
種
４
０
０
本
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ

た
東
神
楽
町
か
ら
は
12
家
族
が
植
樹
に
参
加

し
ま
し
た
。
二
女
ち
な
つ
ち
ゃ
ん
（
１
つ
）

の
誕
生
で
君
の
椅
子
と
出
合
っ
た
菱
亮
さ
ん

（
33
）
は
、
妻
こ
こ
ろ
さ
ん
（
33
）
、
長
女

ひ
な
た
ち
ゃ
ん
（
４
つ
）
の
一
家
４
人
で
初

参
加
＝
写
真
＝
。
「
最
近
や
っ
と
座
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
食
事
の
時
に
使
っ
て
ま
す
」
。

　

君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
２
年
前

の
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
当
日
に
東
北

地
方
の
被
災
３
県
で
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
１

０
４
人
の
う
ち
98
人
に
「
希
望
の
君
の
椅
子
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
そ
の
一
人
、
宮
城
県
七
ヶ

浜
町
の
阿
部
一
花
（
い
ち
か
）
ち
ゃ
ん
（
２

つ
）
も
、
お
母
さ
ん
の
香
紀
（
か
す
み
）
さ

ん
（
35
）
、
お
父
さ
ん
の
剛
さ
ん
（
36
）
、

お
兄
ち
ゃ
ん
の
煌
生
（
こ
う
き
）
君
（
５
つ
）

と
一
緒
に
植
樹
し
、
初
め
て
の
北
海
道
と
旭

山
動
物
園
見
物
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

「
君
の
椅
子
の
森
」
は
、
昨
年
東
３
号
北

６
線
の
町
有
林
内
に
つ
く
っ
た
約
50
㌃
の
森
。

３
年
計
画
で
植
林
を
進
め
て
い
ま
す
。

協
議
書
に
記
名
調
印
。
各
町
で
も
そ
れ
ぞ
れ

同
様
に
調
印
を
終
え
て
来
年
４
月
か
ら
６
町

広
域
化
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

上
川
中
部
１
市
８
町
地
域
の
消
防
業
務
を

広
域
連
携
し
て
再
編
成
す
る
一
環
で
す
。
現

上
川
中
部
消
防
組
合
は
、
組
合
運
営
の
広
域

化
に
伴
っ
て
、
来
年
３
月
末
日
で
解
散
。
上

川
、
鷹
栖
両
町
の
消
防
業
務
は
、
同
様
に
旭

川
市
消
防
本
部
に
編
入
予
定
で
す
。

　

美
瑛
、
東
川
、
東
神
楽
３
町
で
一
部
事
務

組
合
と
し
て
運
営
し
て
い
る
大
雪
消
防
組
合

（
本
部
・
美
瑛
町
、
浜
田
哲
町
長
）
が
、
来

年
４
月
か
ら
上
川
中
部
消
防
組
合
か
ら
当
麻
、

比
布
、
愛
別
３
町
を
編
入
し
て
新
た
に
６
町

の
消
防
一
部
事
務
組
合
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
松
岡
市
郎
町
長
、
浜
辺
啓
町

議
会
議
長
が
関
係
６
町
協
定
書
と
規
約
変
更

　

10
月
11
日
、
東
川
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
あ
る
ブ
ド
ウ
畑
（
西
２
号
北
３
線
）

で
今
年
の
ブ
ド
ウ
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

来
年
冬
に
は
東
川
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
赤

ワ
イ
ン
（
セ
イ
ベ
ル
種
）
の
新
酒
約
２
千
５

０
０
本
が
誕
生
し
ま
す
。

　

町
内
の
ブ
ド
ウ
畑
は
、
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
内
と
西
２
号
北
７
線
の
２
カ
所
。
今
年

は
い
い
ブ
ド
ウ
を
収
穫

で
き
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
は
道
内
の
ワ
イ
ン
醸

造
会
社
に
ワ
イ
ン
原
料

と
し
て
全
量
出
荷
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
今

年
か
ら
１
０
０
％
東
川

産
ブ
ド
ウ
で
東
川
ワ
イ

ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の

期
待
を
担
っ
た
第
１
号
出
荷
。
醸
造
委
託
す

る
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ
ト
ラ
ブ
さ
ん
（
53
）
＝

岩
見
沢
市
、
農
場
と
10
Ｒ
（
ト
ア
ー
ル
）
ワ

イ
ナ
リ
ー
経
営
＝
、
中
澤
一
行
さ
ん
（
同
、

ブ
ド
ウ
農
場
経
営
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ス
さ
ん
、
中
澤
さ
ん
ら
の
指
導
で

栽
培
管
理
も
始
ま
り
ま
し
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
系
品
種
の
ピ
ノ
ノ

ア
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ド

ネ
、
ゲ
ヴ
ェ
ル
ツ
ト

ラ
ミ
ネ
ー
ル
種
な
ど

を
試
し
て
み
た
い
」

と
今
後
本
格
的
な
ワ

イ
ン
開
発
を
進
め
る

予
定
で
す
。

東
川
ワ
イン
期
待
の
ブ
ド
ウ
収
穫

東
川
ワ
イン
期
待
の
ブ
ド
ウ
収
穫

「
君
の
椅
子
」で
育
っ
た
子
ら
が
植
樹
と
交
流
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流
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３
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携
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携
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10
月
20
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
ひ
が

し
か
わ
観
光
協
会
（
浜
辺
啓
会
長
）
が
主
催

し
て
初
め
て
の
バ
ー
ド
ハ
ウ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
き
ま
し
た
。

　

町
内
、
旭
川
市
内
、
近
隣
の
町
か
ら
19
組

の
親
子
が
参
加
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
巣
箱
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

自
分
だ
け
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
、
自
分

の
手
で
ベ
ニ
ヤ
板
の
切
断
、
組
み
立
て
、
接

着
、
色
付
け
ま
で
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

板
を
切
っ
た
り
、
接
着
剤
で
材
料
を
張
り

付
け
た
り
す
る
作
業
は
初
め
て
、
と
い
う
子

供
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
も
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か

り
夢
中
に
…
。
屋
根
の
上
に
ウ
サ
ギ
の
耳
風

の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
け
て
か
わ
い
ら
し
く
仕
上

げ
た
作
品
も
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人
ね
お
す
と
東
川
振
興
公
社
共
催
の

「
木
育
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
キ

ト
ウ
シ
森
林
公
園
」
も
同

時
開
催
し
大
に
ぎ
わ
い
。

　

木
の
楽
器
を
使
っ
て
即

席
演
奏
す
る
ド
ラ
ム
サ
ー

ク
ル
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で

癒
し
効
果
を
知
る
森
の
ア

ロ
マ
体
験
販
売
、
「
キ
ト

キ
ト
」
木
工
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
森
の
中
を
散
歩
す
る
と
、
高
血
圧
の
人

の
血
圧
が
下
が
っ
て
し
ま
う
「
も
り
さ
ん
ぽ
」

な
ど
、
木
と
森
で
楽
し
む
メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ

ぱ
い
。
天
然
素
材
で
作
っ
た
パ
ン
や
料
理
も

満
喫
し
て
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

み
ん
な
初
め
て
の
稲
刈
り

を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

迫
力
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か

せ
る
コ
ン
バ
イ
ン
で
一
気
に

収
穫
す
る
様
子
を
間
近
で
見

て
「
す
ご
〜
い
」
と
大
興
奮
。

運
転
席
に
乗
り
込
ん
で
運
転

体
験
し
た
り
、
鎌
を
使
っ
て

稲
の
手
刈
り
体
験
、
昔
の
足

踏
み
脱
穀
機
を
使
っ
て
稲
か
ら
も
み
を
外
す

体
験
も
し
ま
し
た
。

　

刈
り
入
れ
た
新
米
は
、
生
米
の
ま
ま
炊
い

て
試
食
会
。
初
め
て
食
べ
た
生
米
の
味
わ
い

に
「
あ
ま
〜
い
」
「
お
い
し
い
」
と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
、
西
２
号
北
２
の
青
木
哲
也
さ

ん
（
67
）
の
ほ
場
で
、
東
川
小
学
校
５
年
生

の
児
童
66
人
が
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
で
稲
刈

り
を
し
ま
し
た
。

　

約
20
㌃
の
田
ん
ぼ
は
、
今
年
６
月
初
旬

「
ほ
し
の
ゆ
め
」
を
植
え
、
そ
の
穂
が
見
事

な
黄
金
色
に
実
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
５
年
生
の
中
で
農
家
の
子
は
わ
ず

か
に
一
人
だ
け
。
米
作
り
は
初
め
て
知
る
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
春
の
田
植
え
の
時
か
ら

少
し
ず
つ
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
株
主

制
度
登
録
者
が
今
年
９
月
に
２

千
人
を
超
え
ま
し
た
。
10
月
１

日
、
２
千
人
目
の
株
主
と
な
っ

た
札
幌
市
清
田
区
の
佐
々
木
美

穂
さ
ん
（
41
）
が
役
場
を
訪
れ
、

町
は
記
念
品
と
し
て
東
川
米
１

年
分
（
玄
米
60
㌔
㌘
）
を
贈
呈

し
ま
し
た
＝
写
真
右
＝
。

　

今
年
７
月
下
旬
、
友
人
と
３

人
で
札
幌
か
ら
旭
岳
登
山
に
訪
れ
、
そ
の
帰

り
に
ひ
が
し
か
わ
株
主
に
登
録
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
友
人
の
同
市
豊
平
区
、
溝
江
真

苗
美
さ
ん
（
41
）
と
一
緒
に

来
町
し
、
「
株
主
に
な
っ
て

東
川
の
お
い
し
い
お
米
と
野

菜
も
も
ら
え
る
し
、
そ
の
う

え
い
っ
ぱ
い
お
米
も
も
ら
っ

て
、
す
ご
〜
い
！
」
と
思
わ

ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
。

　

全
国
各
地
の
山
々
を
登
っ

て
い
る
と
い
う
山
ガ
ー
ル
だ

そ
う
で
す
。
旭
岳
は
２
回
目

で
「
チ
ン
グ
ル
マ
の
群
生
を
見
た
い
ね
」
と

休
日
を
利
用
し
て
来
訪
。
た
ま
た
ま
鹿
児
島

県
指
宿
か
ら
来
て
い
た
と
い
う
ご
夫
婦
ら
の

勧
め
で
町
の
株
主
に
登
録
し
た
そ
う
で
す
。
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品

２
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コ
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ハ
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ク
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ィ
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ン
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ティ
ー
大
に
ぎ
わ
い

　

昨
年
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）

法
人
、
北
海
道
森
林
療

法
研
究
会
（
理
事
長
・

住
友
和
弘
旭
川
医
科
大

学
循
環
呼
吸
医
療
再
生

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
座
医

局
長
）
が
10
月
12
、
13

日
の
２
日
間
、
初
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
海
道

森
林
療
法
研
究
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　

住
友
理
事
長
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
「
森
を
歩
く
と
７
割
く
ら
い
の
人

の
血
圧
が
下
が
る
。
そ
う
快
感
も
改
善
す
る
。

高
血
圧
の
減
少
傾
向
を
示
す
。
７
年
間
の
研

究
で
脳
い
っ
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
患
者
が

減
少
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
森
の
香
り
は
、

血
液
の
中
に
『
ア
ル
フ
ァ
・
プ
レ
ー
ン
』

『
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ト
』
と
し
て
あ
る
。
で
は

具
体
的
に
ど
う
効
い
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
値
化
す

る
の
は
難
し
い
」
な
ど
と
今
後
の
命
題
を
提

示
し
ま
し
た
。

　

奥
屈
斜
路
温
泉
ラ
ン
プ
の
宿
、
上
野
真
司

支
配
人
を
座
長
に
、
上
野
フ
ァ
ー
ム
経
営
、

上
野
砂
由
紀
さ
ん
（
旭
川
）
、
下
川
町
議
、

奈
須
憲
一
郎
さ
ん
（
下
川

町
）
、
と
よ
と
み
ら
い
温

泉
組
合
、
三
嶋
義
和
さ
ん

（
豊
富
町
）
が
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
登
壇
。
観
光
と
地

域
連
携
活
性
化
の
実
例
を

提
示
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
来
町
し
た

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
崎

亮
京
都
造
形
芸
術
大
学
教

授
は
、
地
域
活
性
化
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
導
入
例
を
挙
げ
、
住
民
参
加
の
必

要
性
を
例
示
。
来
場
参
加
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
森
林
資
源
の
効
用
、
医
療
、
観
光
資

源
、
地
域
づ
く
り
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
可
能
性
な
ど
を
探
り
ま
し
た
。

サ
キ
ツ
ツ
ジ
合
わ
せ
て
３
０
０
本
の
苗
木
を

一
人
10
本
程
度
ず
つ
植
え
ま
し
た
。

　

北
海
道
河
川
財
団
（
札
幌
）
、
忠
別
湖
周

辺
環
境
保
全
事
業
実
行
委
員
会
（
会
長
・
合

田
博
副
町
長
）
が
５
年
計
画
で
同
広
場
の
緑

化
事
業
を
進
め
、
今
年
で
４
年
目
。
青
空
一

面
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
順
調
な
植
樹
作
業

を
終
え
ま
し
た
。

　

最
終
年
の
来
年
に
は
、
残
り
約
２
０
０
㍍

区
間
も
植
樹
を
終
え
る
予
定
。
道
路
ぎ
わ
に

植
樹
し
た
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
と
と
も

に
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　

９
月
28
日
、
忠
別
ダ
ム
湖
畔
の
散
策
広
場

（
ノ
カ
ナ
ン
）
で
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
を
し
ま
し

た
。

　

近
く
の
第
三
小
学
校
の
児
童
親
子
、
「
忠

別
ダ
ム
水
源
地
ビ
ジ
ョ
ン
・
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」

の
会
員
約
30
人
が
参
加
。
河
川
敷
の
約
２
０

０
㍍
区
間
に
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
エ
ゾ
ム
ラ

　

10
月
５
日
、

小
学
生
対
象
の

英
語
ク
ラ
ブ
・

め
だ
か
ク
ラ
ブ

が
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
開
き
ま
し
た
。

今
年
は
会
員
約

40
人
に
加
え
て
、
一
般
参
加
も
大
勢
来
場
し

て
約
１
４
０
人
の
親
子
で
大
に
ぎ
わ
い
。

　

魔
術
と
魔
法
の
東
川
学
校
の
開
校
で
す
。

お
化
け
屋
敷
、
マ
ス
ク
、
ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

魔
術
と
占
い
の
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り
ま
し
た
。

　

魔
女
や
骸
骨
男
に
扮
し
た
の
は
、
町
の
国

際
交
流
員
ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル
コ
ヴ
ァ
さ
ん
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
カ
リ
ン
・
ス
ト

田
ん
ぼ
の
学
校
稲
刈
り

田
ん
ぼ
の
学
校
稲
刈
り

森
林
資
源
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

森
林
資
源
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロ
ム
さ
ん
、
ス
テ
ー

シ
ー
・
フ
ジ
カ
ワ
さ
ん
、

カ
ト
リ
ー
ナ
・
カ
イ
ラ
さ

ん
と
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か

ら
来
日
し
て
道
内
各
地
で

活
躍
し
て
い
る
18
人
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
皆
さ
ん
。
日
本
語

研
修
で
来
町
し
て
い
る
台

湾
か
ら
も
新
人
魔
女
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

紙
皿
を
使
っ
た
フ
ェ
イ
ス
・
マ
ス
ク
作
り
、

顔
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
魔

法
薬
の
ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
も
し
ろ
い
魔

術
の
コ
ー
ナ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。
お
化
け
屋
敷

で
は
、
真
っ
暗
な
回
廊
で
骸
骨
男
や
猫
娘
が

出
迎
え
、
「
ギ
ャ
ー
」
「
キ
ャ
ー
」
と
子
供

た
ち
の
歓
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

魔法薬の調合コーナー、ポーション
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の
指
導
的
な
役
割
を
期
待

さ
れ
て
い
る
マ
ド
ン
ナ
的

存
在
の
よ
う
で
す
。

　

大
学
在
学
中
、
吹
奏
楽

団
で
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
担
当
。

４
年
の
時
、
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
の
部

で
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
声
楽
を
専
攻
し

「
楽
団
の
活
動
も
頑
張
っ

て
い
た
し
、
理
想
的
な
呼

吸
法
と
支
え
の
訓
練
を
や

っ
て
い
た
し
、
研
究
も
し
て
い
た
。
そ

の
お
か
げ
で
卒
業
演
奏
会
、
新
人
演
奏

会
で
演
奏
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
」

と
充
実
し
た
学
生
生
活
だ
っ
た
よ
う
。

「
音
楽
の
道
で
こ
の
知
識
を
生
か
せ
た

ら
…
」
と
大
学
院
へ
の
進
学
を
目
指
し

て
音
楽
に
の
め
り
込
む
毎
日
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

「
小
、
中
学
校
の
時
以
来
20
数
年
ぶ

り
に
吹
い
た
よ
」
な
ど
と
経
験
や
演
奏

ス
タ
イ
ル
の
違
う
仲
間
が
13
人
。
持
ち

寄
る
楽
器
や
メ
ン
バ
ー
の
特
徴
に
合
わ

せ
て
編
曲
、
楽
器
の
演
奏
パ
ー
ト
分
け

を
工
夫
し
、
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
時
代

に
学
ん
で
い
た
音
楽
の
知
識
で
、
楽
団

こ
と
も
。

　

教
員
時
代
に
入
っ
て
い
た
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
臨

床
心
理
士
の
資
格
者
も
加
わ
っ
て
か
な

り
専
門
的
な
研
究
会
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
研
修
は
北
海
道
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
協
議
会
員
と
し
て
今
も
続
い
て
い

ま
す
。

　

「
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
好
き
だ
し
、

大
学
時
代
の
友
人
も
い
っ
ぱ
い
い
る
け

れ
ど
、
住
む
場
所
を
変
え
た
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
場
所
を
変
え
、
違
う
文
化
で
暮

ら
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
子
供
た
ち

は
も
っ
と
外
に
出
て
行
っ
て
成
長
し
て

ほ
し
い
。
私
の
場
合
は
、
音
楽
を
通
じ

て
再
び
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
て
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
音
楽
が
人
と

の
出
会
い
を
生
む
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
」
。

　

２
年
間
の
教
員

勤
務
後
に
結
婚
し

て
昨
年
東
川
に
。

新
た
な
地
で
新
た

な
音
楽
仲
間
と
の

出
会
い
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
「
こ

う
い
う
出
会
い
の

た
め
に
音
楽
を
し

て
き
た
の
か
な
あ
」
。

◇

　

職
場
は
東
川
中
学
校
の
相
談
室
「
ふ

れ
ん
ど
る
う
む
」
。
室
内
の
壁
に
は
、

卒
業
生
が
残
し
た
漫
画
の
イ
ラ
ス
ト
が

び
っ
し
り
と
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昼
休
み
、
そ
し
て
放
課
後
、
生
徒
た

ち
が
思
い
思
い
に
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
て
ふ
ら
っ
と
帰
っ
て
い
く

生
徒
た
ち
が
息
抜
き
を
で
き
る
場
所
。

話
し
相
手
、
時
に
は
相
談
相
手
に
な
る

今
、生
き
生
き
と

　

「
楽
器
を
持
っ
て
、

一
緒
に
演
奏
す
る
仲
間

が
い
て
、
楽
し
く
や
る

の
が
一
番
」
。
そ
ん
な

仲
間
が
旭
川
市
内
、
東

神
楽
町
か
ら
も
集
ま
っ

て
町
内
に
新
し
い
音
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
一
人

と
し
て
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を

奏
で
て
い
ま
す
。
音
楽

の
仲
間
た
ち
と
の
新
し

い
出
会
い
、
デ
ビ
ュ
ー

演
奏
会
に
向
け
て
高
ま

り
始
め
た
心
地
よ
い
緊

張
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

7171

東
川
町
民
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
所
属　

脇
坂　

百
美
子
（
わ
き
ざ
か　

ゆ
み
こ
）
さ
ん

▲

代
表
の
金
子
昌
昭
さ
ん（
奥
）と
大
原
充
剛
さ
ん（
26
）＝
バ
イ
オ
リ
ン
＝

脇坂百美子さん／西町3
愛知県安城市出身、27歳。
東川中学校心の教育相談員。
今年４月に発足したばかりの
「東川町民アンサンブルクラ
ブ、アグリゲーション」（金子
昌昭代表）、旭川市内の合唱
団ペニウンクルに所属。愛知
教育大学音楽科卒業（声楽専
攻）。愛知県安城市内で２年
間小学校教員。担当楽器はフ
ァゴット。ほかに代表の金子さ
ん（41）はチューバとチェロ、
元町役場職員（64）はトラン
ペット、旭川医大の放射線技
師（46）はトロンボーン、旭川
市内の焼き肉店経営者（40）
はユーフォニウム、東神楽の
会社員（26）はバイオリンな
どと多彩。なかなか全員集ま
れませんが、毎週２回、水曜
日（午後７時から）、日曜日（午
前中）に練習しています。デ
ビューのクリスマスミニコン
サートは12月１日午後５時半
から、小西健二音楽堂（東町
１）で。お問い合わせは金子
さん☎090‐9432‐9593

農村環境改善センターで

わき ざか  ゆ　 み　 こ
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「
呼
び
名
」論
争
⁉

俳　

句

　

人
の
名
前
や
地
名
の
呼
び
名
、
同
じ
文
字
で

あ
っ
て
も
音
訓
読
み
に
よ
る
違
い
な
ど
、
日
本

語
の
呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
あ
る
。
例

え
ば
山
家
の
場
合
に
「
や
ま
か
」
「
や
ま
い
え
」

「
や
ん
べ
」
な
ど
が
あ
る
。
出
身
地
に
よ
っ
て

も
異
な
る
。

　

さ
て
、
大
雪
山
（
だ
い
せ
つ
ざ
ん
、
た
い
せ

つ
ざ
ん
）
の
呼
び
方
で
あ
る
が
、
「
大
」
を

「
た
い
」
と
い
う
場
合
と
「
だ
い
」
と
濁
る
場

合
が
あ
る
。
ど
ち
ら
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
雪
山
の
命
名
は
鳥
取
県
出
身
の
今
で
い
う

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
松
原
岩
五
郎
氏
が
全
国
を

探
検
し
、
そ
の
著
書
「
日
本
名
勝
地
誌
」
（
明

治
32
年
発
行
）
に
「
大
雪
山
」
（
だ
い
せ
つ
ざ

ん
）
と
ル
ビ
を
ふ
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
聞
い

た
。
そ
の
10
数
行
後
に
は
「
大
雪
山
」
（
た
い

せ
つ
ざ
ん
）
と
、
「
だ
」
か
ら
「
た
」
に
な
っ

て
い
る
。
あ
る
人
は
鳥
取
県
に
あ
る
「
大
山
」

（
だ
い
せ
ん
）
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
大
」

は
「
だ
い
」
だ
と
。
な
ら
ば
「
だ
い
せ
つ
ざ
ん
」

が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
…
。

　

一
方
、
温
泉
水
、
飲
料
水
、
農
業
用
水
な
ど

の
恵
み
を
私
た
ち
に
も
た
ら
す
大
切
な
山
「
大

切
山
」
に
由
来
し
、
「
た
い
せ
つ
ざ
ん
」
が
良

い
の
だ
と
も
。
温
泉
関
係
者
が
「
大
雪
山
は
大

切
な
山
で
あ
る
」
と
唱
え
る
。
こ
れ
に
は
だ
れ

も
ま
っ
た
く
異
論
は
な
い
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
床
に
つ
い
た
。

　

「
東
川
」
の
呼
び
名
は
「
ひ
が
し
か
わ
」
か
、

「
と
う
せ
ん
」
か
、
と
議
論
が
始
ま
っ
た
。
あ

る
人
は
、
「
『
あ
づ
ま
が
わ
』
は
、
そ
れ
は
将

来
の
大
横
綱
の
呼
び
名
だ
」
と
。
本
町
で
は
、

東
川
神
社
（
ひ
が
し
か
わ
じ
ん
じ
ゃ
）
と
東
川

寺
（
と
う
せ
ん
じ
）
が
あ
る
。
本
町
の
大
切
な

産
物
「
お
米
」
と
そ
の
お
米
で
製
造
し
た
お
酒

も
「
東
川
米
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
果
て

さ
て
、
「
東
川
」
を
何
と
呼
ぼ
う
も
の
か
？

　

「
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
『
ひ
が
し
か
わ
』
だ
」

「
い
や
い
や
、
お
米
も
お
酒
も
選
挙
に
は
不
可

欠
な
も
の
で
『
と
う
せ
ん
』
が
良
い
」
「
選
挙

時
に
は
『
使
っ
て
東
川
米
』
に
引
っ
掛
け
『
つ

勝
っ
て
当
選
米
』
」
「
必
要
に
応
じ
て
使
い
分

け
れ
ば
い
い
の
だ
」
な
ど
と
議
論
が
熱
く
な
っ

た
。
そ
し
て
東
川
米
が
大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ

て
い
た
。

　

―
や
が
て
、
ふ
と
目
が
覚
め
た
。
「
な
ぁ
ん

だ
、
秋
の
夜
長
の
夢
か
…
」
。
「
と
う
せ
ん
」

も
縁
起
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
…
。

新
婚
の
植
樹
の
木
々
も
秋
の
色

包
丁
を
食
っ
た
か
南
瓜
切
れ
ぬ
ま
ゝ

秋
思
か
な
皆
一
年
の
速
さ
言
ひ

芒
揺
れ
盆
地
望
み
し
田
舎
宿

星
月
夜
お
寺
の
屋
根
の
広
き
こ
と

嘘
見
抜
く
老
い
の
ま
な
こ
や
温
め
酒

穭
田
や
仕
事
を
終
え
し
農
日
記

舞
い
お
ち
る
紅
葉
お
供
に
句
碑
め
ぐ
る

錦
絵
を
野
分
が
描
く
駐
車
場

秋
思
ふ
と
父
の
背
な
母
の
手
の
ひ
ら

新
米
の
湯
気
の
向
こ
う
に
旭
岳

か
ら
か
ら
と
落
ち
葉
さ
す
ら
い
秋
思
か
な

う
な
だ
れ
て
ゐ
る
ひ
ま
わ
り
の
秋
思
か
な

秋
思
な
ど
知
ら
ぬ
少
年
石
を
蹴
る

ど
の
風
に
乗
っ
て
み
よ
う
か
秋
思
か
な

岐
登
牛
や
我
が
住
む
里
へ
落
ち
葉
舞
ふ

臆
病
な
咳
ひ
と
つ
し
て
秋
思
か
な

糸
切
歯
光
ら
せ
秋
思
断
ち
に
け
り

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

「
呼
び
名
」論
争
⁉

俳　

句

俳　

句

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
つ
じ   

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

・
・
・
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大雪山の素顔
秋の夜長に
　紫式部は月明りで源氏物語をつづった、ともいわれ
ていますが、そんな月明りを体験されたことはあるで
しょうか？　なんてロマンチックなことを書いてみま
したが、先日野宿をしたときそんな明るさでした。
　えっ、野宿？　穏やかじゃない響きに紫式部も興ざ
めでしょうか（念のため、と言いましょうか…野宿と
はいえ、段ボールを布団代わりにして寝たり、道端に
横たわって通行人をギョッとさせているわけではあり
ませんのでご安心を）。
　私の場合はエアマットやシュラフ、安眠・安全確保
のための装備を持参する確信犯です。もちろんコンク
リートなどの殺風景な人工床ではなく、ふかふかの天
然床、ロケーション抜群な寝床を探します。その日の
寝床に野生動物の訪問はあっても、生身の人間がやっ
てくることはありません。
　壁がない場所で眠るのは心もとないですが、逆に言
うと辺り一面がプライベート空間となり、木々も優し
く、川の流れのリズムも心地よく、自分も自然の一部
になった感覚に陥ります。
　野宿最大の魅力は、何といっても星空でしょうか。

夜中にふと目が覚めて、息をのむほど思いもよらぬ満
天の星空が目の前に広がっている時、大地に抱かれる
ような恍惚（こうこつ）感で満たされてしまいます。
寝るも良し、天体観測するも良し、まどろむも良し、
自分ひとりだけの特等席！
　夏場の天敵であった蚊もいなくなり、〝山よ、お花
畑よ、縦走登山よ！〟と有頂天で身も心も慌ただしか
った時季が過ぎ、哀愁漂う森や川に包まれ、落ち葉の
絨毯がふかふかな今、壁がない寝床で悦に浸るのもい
いものです。山岳地帯の活動が一休みになって、手持
ち無沙汰な麓で紫式部の時代をとうに遡り、原始的な
遊びにいそしむ秋の夜長です。
　そしていよいよ長い冬の到来です。細かい結晶が集
まり大きな雪片となり、呆然と降りしきる光景が大好
きです。冬を歓迎しない方には申し訳ないですが、し
ばらくは早起きして、晩の降雪をチェックすることが
日課となります。降っていなければ降っている場所へ、
降っていれば迷わず大雪山へ。ここ以上の軽い雪はな
いのですから。
　　　　　　

　

大
雪
山
を
舞
台
に
し
た
小
説
は
、
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
清
水
敏
一
さ

ん
（
岩
見
沢
在
住
）
は
「
大
雪
山
文
献
書

誌
第
四
巻
」
で
「
北
海
道
文
学
百
景
」

「
北
海
道
文
学
散
歩
」
を
紹
介
し
な
が
ら

20
作
品
余
を
一
覧
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
楢
山
節
考
」
で
知
ら
れ
る
深
沢
七
郎

は
、
「
和
人
の
ユ
ー
カ
ラ
」
（
昭
和
57
年
、

中
央
公
論
新
社
刊
「
み
ち
の
く
の
人
形
た

ち
」
か
ら
）
で
、
大
雪
山
で
出
会
っ
た
、

ギ
ロ
ッ
と
眼
が
光
っ
た
、

大
男
で
、
彫
り
の
深
い
、

太
い
眉
毛
の
、
ア
イ
ヌ

と
は
別
の
先
住
民
族
を

登
場
さ
せ
ま
す
。
「
大

雪
山
は
決
し
て
恐
ろ
し

い
山
で
は
な
い
」
と
い

う
書
き
出
し
で
す
が
、

厳
し
い
山
と
し
て
描
か

れ
る
小
説
も
多
い
よ
う

で
す
。

　

船
山
馨
（
札
幌
出
身
）

は
「
夜
の
傾
斜
」
（
昭
和
55
年
、
河
出
書

房
新
社
刊
）
の
最
終
22
章
で
、
大
雪
山
を

襲
う
豪
雨
と
烈
風
を
凍
り
つ
く
よ
う
な
筆

致
で
描
き
、
愛
し
合
う
矢
代
と
康
子
が
探

し
求
め
た
虹
藻
を
幻
視
し
つ
つ
愛
別
岳
で

凍
死
す
る
結
末
で
す
。

　

木
野
工
（
き
の
・
た
く
み
＝
旭
川
出
身
）

は
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
９
月
26
日

に
通
り
魔
の
よ
う
に
襲
っ
た
洞
爺
丸
台
風

を
下
地
に
「
樹
と
雪
と
甲
虫
と
」
（
昭
和

47
年
、
光
風
社
書
店
刊
）
を
書
き
ま
し
た
。

　

大
雪
山
系
の
原
生
林
地
帯
は
根
こ
そ
ぎ

吹
き
倒
さ
れ
、
未
曽
有
の
風
倒
木
処
理
に

命
を
賭
け
た
野
沢
尚
哉
だ
っ
た
の
で
す
が
、

冬
の
現
場
は
雪
に
阻
ま
れ
、
３
年
後
は
風

倒
木
に
カ
ブ
ト
ム
シ
が
大
発
生
、
木
は
骸

（
む
く
ろ
）
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
は
、
勇
駒
別
か
ら
熊
の
平
に
入
っ

た
尚
哉
が
、
甲
虫
が
無
数
に
た
か
る
材
木

の
山
に
片
っ
端
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
、

「
こ
の
野
郎
っ
」

「
こ
の
野
郎
っ
」
と

火
を
つ
け
、
怒
り
狂

っ
て
い
き
ま
す
。

　

三
好
文
夫
（
富
良

野
出
身
）
の
「
山
に

消
え
る
」
（
昭
和
49

年
、
潮
出
版
社
刊

「
重
い
神
々
の
下
僕
」

か
ら
）
で
は
、
ア
イ

ヌ
の
青
年
画
家
、
平

沢
ウ
パ
ロ
が
同
僚
の

絵
描
き
と
冬
の
大
雪
山
に
入
り
、
遭
難
か
、

ウ
パ
ロ
の
故
意
か
、
同
僚
を
失
い
、
苦
悩

の
果
て
に
ウ
パ
ロ
も
大
雪
山
に
消
え
て
い

く
物
語
。
最
後
に
謎
め
い
た
仕
掛
け
が
あ

り
、
ぎ
く
り
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

木
野
は
芥
川
賞
、
直
木
賞
の
候
補
に
６

度
も
な
り
、
船
山
は
芥
川
賞
候
補
、
三
好

は
直
木
賞
候
補
に
な
っ
本
道
の
代
表
的
な

作
家
で
す
。

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

大
雪
山
が
舞
台
の
小
説
か
ら

「和人のユーカラ」は「みちのくの人形たち」、
「山に消える」は「重い神々の下僕」に収録さ
れています

環境省東川自然保護官事務所
アクティブレンジャー

渡邉あゆみ
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.25
November 2013 “Lest we forget”   Stacy Fujikawa 
!e 11th hour, of the 11th day, of the 11th month marks a 
special time for commonwealth countries. November 11th is 
known as Remembrance Day in Canada; the purpose of the day 
is to commemorate members of the armed forces who died in 
the line of duty. !e "rst memorial took place in England one 
year after WWI ended, and now happens every year across 
Canada. A moment of silence is always observed at eleven 
o’clock. 
During WWI a poem called “In Flanders Field” became well 
known. !e author, a Canadian physician and soldier, wrote the 
poem after a battle in Flanders (a region in Belgium) where red 

poppies grew quickly around 
graves. !e red poppy has become 
the symbol of the holiday. Red 
poppy pins are worn from the 
beginning of November until 
Remembrance Day. 

第101回

只管朗読（しかんろうどく）
　夏休み明け、教育実習生が1年生の授業を見にきました。
せっかくなので、英語で自己紹介をしてもらいました。その
後、生徒に「質問してもいいよ」と言ってみたら、な…な…な
んと、みんな一斉に手を挙げて実習生に質問します。

“Do you have any pets?”“Do you like soccer?”“Do 
you like pop music?”“What subject do you like?”
　実習生はたじたじ。まさか英語で質問が飛んでくるとは
思わなかったのでしょう。果ては、” What do you have in 

your hand?”（手に何を持っていますか）。実習生はわが
手をじっとみつめて、答えにつまってしまう始末。この時の
生徒たちの笑顔が最高！皆さんにもお見せしたかったです。
自信にあふれて、楽しくって仕方ない感じ。
　さて…、と。東川中学校は一般的な公立中学校です。スー
パー・イングリッシュ・スクールではありません。私がスー
パー・ティーチャーなのでもありません。
　からくりはこうです。彼らは夏休みの課題の暗唱を全員
発表したばかりだったのです。先の質問はすべてその課題
文の中にあった英文です。みんなは頭の中から自分の知っ
てる英文を最大限、取り出して使ってみたのですね。だから
「手に何をもっていますか」なんておかしな質問まで。
「只管(しかん)朗読」という言葉をご存じでしょうか。同時
通訳の神様、國弘正雄先生が提唱しました。鎌倉期におけ
る曹洞宗の開祖、道元禅師が「只管打坐」（ひたすら坐りな
さい）と唱えたその言葉をもじったものです。中学生レベル
の英文をひたすら音読すること。これほど力がつくことはあ
りません。図らずも実証してくれた１年生に感謝です。

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

※commonwealth 
countries　イギリス
と旧イギリス植民地か
ら独立した諸国で構成
されるゆるやかな連合
体のこと。イギリスを
含め、16国家の女王・
元首はエリザベス２世。
カナダでも統治はしな
いけれど、エリザベス
女王が元首です。

（訳：宮地晶子）

忘れないために、2013年11月　ステーシ－・フジカワ
　イギリス連邦の国々にとって、11月11日11時は特別な
時。カナダでは、リメンブランスデーとして知られています。
戦争で亡くなった従軍者を追悼するものです。初めて追
悼行事が行われたのはイギリスで、第一次世界大戦の翌
年のことでした。今では毎年、カナダ全土で行われていま
す。いつも11時に黙とうが捧げられます。

　第一次世界大戦中、フランダース・フィールドという詩
が有名になりました。作者はカナダの医師であり兵士だっ
た人。ベルギーのフランダース地方で、あっという間に赤
い墓の周囲にポピーが咲いたため、この詩を書きました。
赤いポピーはこの日の象徴となりました。11月初旬からリ
メンブランスデーのその日まで、赤いポピーをピンで衣服
に留めます。

フランダースの野に　　　陸軍中佐　ジョン・マクレー
フランダースの野に　ポピーがそよぐ
僕たちの場所と記された
幾重にも連なる十字架の周りで
空には今もひばりが、勇敢に歌いながら飛んでいる
地上の銃声のもと、声がかき消されていた
僕らは死者　数日前まで、生きていた
夜明けを感じ、夕日の輝きを見た　愛し、愛されていた
今、横たわる、フランダースの野に
敵との戦いを続けてくれ
倒れながら、君に投げるよ　松明を
高く掲げてくれ
死にゆく僕らの信頼を裏切るなら
僕らは眠らない
フランダースの野に、ポピーが咲いても

In Flanders Fields
By Lieutenant Colonel John McCrae
In Flanders !elds the poppies blow
Between the crosses, row on row,

"at mark our place; and in the sky
"e larks, still bravely singing, #y
Scarce heard amid the guns below.
We are the Dead. Short days ago

We lived, felt dawn, saw sunset glow,
Loved and were loved, and now we lie

 In Flanders !elds.
Take up our quarrel with the foe:

To you from failing hands we throw
"e torch; be yours to hold it high.
If ye break faith with us who die

We shall not sleep, though poppies grow
In Flanders !elds.
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第
６
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

診
療
所
に
は
時
々
若
い
研
修

医
が
来
て
い
ま
す
。
診
察
室
で

外
来
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
の

で
、
来
院
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
自
ず
と
研
修
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
４

月
以
降
の
今
日
、
医
師
国
家
試

験
に
合
格
し
た
医
師
は
、
２
年

間
の
初
期
臨
床
研
修
を
義
務
付

け
ら
れ
、
大
学
病
院
も
し
く
は

臨
床
研
修
指
定
病
院
で
研
修
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
年
目
に
は
１
カ
月
間
の
地
域

医
療
研
修
も
必
修
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
東
川
町

立
診
療
所
に
地
域
医
療
の
勉
強

に
来
て
い
る
の
で
す
。
一
般
的

な
病
気
や
け
が
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
基
本
的
な
診
療
能

力
を
身
に
付
け
、
外
来
診
療
を

実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
研
修
の
目
的
で
す
。

　

研
修
医
の
中
に
は
、
外
来
診

療
が
初
め
て
と
い
う
人
や
、
風

邪
や
け
が
の
診
療
を
初
め
て
実

践
す
る
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、

貴
重
な
研
修
の
機
会
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

普
段
研
修
し
て
い
る
大
学
病

院
や
研
修
病
院
に
は
、
最
先
端

の
医
療
機
器
や
検
査
機
器
が
備

え
ら
れ
、
高
度
な
検
査
も
行
え

ま
す
。
し
か
し
診
療
所
に
は
そ

の
よ
う
な
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
よ

う
な
検
査
や
治
療
を
行
う
病
院

に
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
研
修
医
た
ち
は
普
段
は
大

き
な
病
院
で
研
修
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

き
た
患
者
さ
ん
を
担
当
す
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
病
院
で
研
修
し
て
い
る
だ
け

で
は
想
像
で
き
な
い
地
域
の
実

情
、
限
ら
れ
た
設
備
の
中
で
、

い
か
に
適
切
に
診
療
を
行
う
か

と
い
う
姿
勢
も
学
ん
で
も
ら
い

た
い
の
で
す
。

　

研
修
医
が
診
察
す
る
時
は
、

わ
れ
わ
れ
指
導
医
が
後
ろ
に
控

え
て
一
緒
に
診
察
す
る
か
、
も

し
く
は
研
修
医
の
報
告
を
受
け

て
指
導
で
き
る
よ
う
に
待
機
し

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
研
修

医
の
こ
ろ
は
、
山
間
部
の
小
さ

な
村
の
診
療
所
や
東
川
の
よ
う

な
農
業
地
域
の
診
療
所
、
ち
ょ

っ
と
市
街
地
の
診
療
所
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
状
況
で
外
来
や
在

宅
訪
問
診
療
に
触
れ
て
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

制
度
が
始
ま
っ
て
ま
だ
10
年
足

ら
ず
で
す
が
、
若
い
研
修
医
た

ち
に
は
地
域
医
療
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
の
機
会
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

後
日
地
域
を
担
う
医
師
と
し
て

戻
っ
て
来
て
く
れ
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

深海の怪物ダイオウイカを追え！（絵本）
著：窪寺恒己　刊：ポプラ社

　「世界で
初めて、深海
で生きてい
るダイオウイ
カの動画撮
影に成功！」。
昨年１月、こ
んなニュース
が世界中を
駆け巡りまし

た。光も届かない深海に住み、最大で全
長18メートルを超えるともいわれる「海
のモンスター」ダイオウイカ。日本の小笠
原諸島の深い海でその幻の姿に迫った
10年にも及ぶ研究を追います。

華麗なるギャツビー（DVD、映画）
ワーナー・ホーム・ビデオ

　宮殿のような
豪邸に暮らし、
素性も仕事も謎
めいている大富
豪のギャツビー
は、毎夜のよう
に豪華絢爛（け
んらん）なパー
ティーを開いて
いた。そんなあ

る日、隣人の青年ニックに自らの生い立ちを語
り始める。それはあまりに出来過ぎた物語だっ
たので、ニックはギャツビーが何か隠しごとをし
ていると直感する。やがてギャツビーは上流階
級の令嬢デイジーに心引かれていく。（１４2分）

総理の夫（一般書）
著：原田ハマ　刊：実業之日本社

　42歳にして第１
１１代総理大臣に
選出された相馬
凛子。誠実で正
義感にあふれ、率
直な物言いも共
感を呼び支持率
は抜群だが、税制
やエネルギー問
題、子育てなどの

政策では政界の古くさいおじさん連中か
らやっかみの嵐。凛子の夫・日和は鳥類
研究家ながら、ファースト・ジェントルマン
として日本初の女性総理となった妻を支
えよう、と決意する。

古
川
倫
也
＝
東
川
町
立
診
療
所
副
所
長

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。

研
修
医
の
教
育
研
修
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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くらし
・

ネットワーク

都市建設課
工事、委託の入札結果
町公共工事の入札結果をお知らせします。

入札日 委 託 業 務 名 請負業者

9月24日 北２線五家荘道路改良工事 花本建設㈱ 指名競争入札

〃

平成25年度地域優良賃貸住宅建設実施設計委託業務 ㈱富居建築設計 〃〃

西10号道路改良工事（第2工区） 花本建設㈱ 〃

請負価格
（税込み、円）

17,325,000

10月10日 西部処理区管渠（きょ）新設工事（第2工区） 松井組工建㈱ 〃17,535,000

1,858,500

17,850,000

〃 西6号1丁目道路新設工事 松井組工建㈱ 〃29,610,000

〃 中心市街地活性化施設（東川小学校）耐震診断委託業務 ㈱ドーコン 〃11,970,000

契約方法等

「扶養親族等申告書」が
送付される年金額

65歳未満 108万円以上

65歳以上 158万円以上

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

た
こ
と
②
バ
ス
の
遅
延
証
明
書
が
発
行

さ
れ
る
こ
と
③
東
交
ハ
イ
ヤ
ー
（
東
川

町
）
ま
た
は
ち
ど
り
ハ
イ
ヤ
ー
（
東
神

楽
町
）
に
タ
ク
シ
ー
利
用
の
依
頼
を
す

る
こ
と
―
が
必
要
で
す
。
タ
ク
シ
ー
・

ハ
イ
ヤ
ー
利
用
時
運
賃
は
、
発
行
す
る

チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
い
ま
す
。

「
北
方
領
土
を
知
る
つ
ど
い
」を
開
き

ま
す

　

北
方
領
土
問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
講
演
と
集
い
で

す
。

日
時　

11
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
半

　

〜
同
３
時

場
所　

役
場
大
会
議
室
（
３
階
）

内
容　

講
演
「
終
戦
前
の
島
と
自
由
訪

問
で
見
た
島
の
現
況
」
、
ビ
デ
オ

「
交
流
は
明
日
の
架
け
橋
」
上
映

講
師　

北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
上
川

　

地
方
支
部
協
力
員
会
議
、
高
塚
正
勝

　

副
会
長

参
加
料　

無
料

定
員　

な
し
（
要
申
し
込
み
）

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
（
内
線
２
６
１
、
２
６
２
）

来
年
の
成
人
式
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
成
人
式
は
来
年
１
月
12
日

（
日
）
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
町
内
に
住
民
登
録
の
な

い
方
で
成
人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
、

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内

線
２
２
１

公
共
交
通
の
乗
り
継
ぎ
支
援
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す

　

定
時
路
線
バ
ス
（
旭
川
電
気
軌
道
）

を
利
用
し
て
東
川
町
か
ら
旭
川
市
内
に

通
学
し
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
、
路

線
バ
ス
の
運
行
遅
延
時
に
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ

ク
シ
ー
の
町
内
乗
り
継
ぎ
帰
宅
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

　

通
学
に
利
用
す
る
路
線
バ
ス
が
冬
期

間
運
行
遅
延
し
た
場
合
、
道
の
駅
・
道

草
館
前
（
東
町
１
丁
目
）
か
ら
町
営
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
接
続
乗
り
継
ぎ
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
発
生
す
る
た
め
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
て
安
心
し
て
帰
宅
で

き
る
よ
う
に
生
徒
を
支
援
し
ま
す
。

　

期
間
は
今
年
12
月
か
ら
来
年
３
月
末

ま
で
４
カ
月
間
の
今
冬
シ
ー
ズ
ン
。
一

人
当
た
り
15
枚
以
内
の
期
限
付
き
タ
ク

シ
ー
利
用
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　

利
用
希
望
者
は
、
学
生
手
帳
な
ど
身

分
証
明
で
き
る
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
上
、
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
条
件
は
、

①
通
学
用
と
し
て
旭
川
電
気
軌
道
の

路
線
バ
ス
を
利
用
乗
車
中
、
同
バ
ス
の

運
行
遅
延
に
よ
っ
て
、
帰
宅
時
に
道
の

駅
・
道
草
館
か
ら
町
営
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
接
続
乗
り
継
ぎ
に
間
に
合
わ
な
か
っ

11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、
参
加
希
望

者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
新
成
人
の

皆
さ
ま
へ
の
ご
案
内
は
11
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
生
ま
れ
年
は
、
１
９
９

３
（
平
成
５
）
年
４
月
２
日
か
ら
翌
１

９
９
４
（
同
６
）
年
４
月
１
日
ま
で
の

方
で
す
。

　

成
人
式
の
会
場
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

の
晴
れ
姿
は
、
ご
両
親
、
地
域
の
皆
さ

ま
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
」イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
の
部
は
中
止

　

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
個
人
、
団
体
、
事
業
者
を
対
象
と

し
て
毎
年
選
定
し
て
い
る
「
東
川
町
美

し
い
風
景
づ
く
り
賞
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
部
選
考
審
査
は
、
今
年
も
審

査
を
中
止
し
ま
す
。

　

冬
季
は
同
賞
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
部
の
審
査
対
象
期
間
で
す
が
、
冬
期

間
使
用
電
力
の
節
電
に
協
力
す
る
た
め
、

２
年
連
続
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

年
金
額
に
か

か
る
所
得
税

の
源
泉
徴
収

税
額
が
決
ま

り
ま
す
。
提

出
を
忘
れ
る

と
各
種
控
除

が
受
け
ら
れ

ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

老
齢
、
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
、

復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
|
１
６
１
１

の
間
」
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
方
は
、
同
機
構
か
ら
来

年
の
２
月
上
旬
に
同
証
明
書
を
送
付
し

ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
代
わ
っ

て
納
付
し
た
場
合
、
納
付
し
た
本
人
の

税
の
確
定
申
告
時
に
納
付
額
を
税
の
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
る

控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
専
用
）
０
５

７
０
|
０
７
０
|
１
１
７
（
来
年
３
月

14
日
ま
で
）

年
金
受
給
の
方
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
は
期
限
ま
で
に

　

日
本
年
金
機
構
は
、
毎
年
11
月
上
旬

に
受
給
の
方
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
12
月
１
日
の
提
出

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
よ
っ
て
翌
年
中
に
受
け
取
る

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

１
）

国
民
年
金
保
険
料
は
税
の
社
会
保
険

料
控
除
申
告
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
、
住

民
税
の
申
告
時
に
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
時
に
は
、
こ
の
証
明
書

（
領
収
書
）
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ

い
（
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
済
み
の
保
険
料
）
。

　

税
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
添
付
が
必
要
で
す
。

　

①
「
今
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま

で
の
間
」
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
は
、
11
月
上
旬
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

②
「
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
３
８

〜
２
４
０
）

町
道
が
工
事
通
行
止
め

　

大
雪
旭
岳
源
水
公
園
、
旭
岳
温
泉
方

面
に
向
か
う
町
道
「
忠
別
ダ
ム
天
人
峡

旭
岳
線
」
（
忠
別
川
右
岸
道
路
）
は
、

「
忠
別
ダ
ム
湖
親
水
広
場
|
散
策
広
場
」

間
の
親
水
広
場
側
中
間
地
点
に
架
か
る

ノ
カ
ナ
ン
橋
の
補
修
工
事
の
た
め
、
10

月
21
日
か
ら
来
年
８
月
上
旬
ま
で
の
間
、

一
部
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
（
予

定
）
。

　

旭
岳
温
泉
方
面
に
向
か
う
場
合
は
、

道
道
天
人
峡
美
瑛
線
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

小
集
落
内
道
路
の
除
雪
支
援
交
付
金

の
申
請
を
受
け
付
け

　

町
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
な
い
共
同
利
用
の
私
道
除
雪
費

用
を
負
担
軽
減
し
て
も
ら
う
た
め
の
交

付
金
制
度
で
す
。

　

交
付
額
は
、
１
戸
当
た
り
３
万
５
千

円
を
上
限
と
し
ま
す
（
1
戸
当
た
り
の

除
雪
費
が
こ
の
額
を
下
回
る
場
合
は
、

実
際
に
個
人
負
担
し
た
除
雪
実
費
）
。

申
請
の
受
け
付
け
は
、
11
月
１
日
（
金
）

か
ら
同
月
29
日
（
金
）
ま
で
。
別
途
詳

細
事
項
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
施
設
管

理
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

助
成
対
象
に
な
る
の
は
、
①
町
民
の

居
住
す
る
一
戸
建
て
住
宅
が
道
路
沿
線

に
２
戸
以
上
あ
る
こ
と
②
土
地
登
記
に

よ
っ
て
道
路
敷
地
が
他
の
敷
地
と
明
確

に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
③
道
路
敷
地

の
所
有
者
は
居
住
者
以
外
か
住
居
を
別

に
す
る
複
数
の
所
有
で
あ
る
こ
と
―
の

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
で
す
。

人のうごき　9月16日～10月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比±
（前月比＋

　
7,928人
3,702人
4,226人
3,470戸

3人
12人
40人
34人

　
3人）
3人）
0人）
5戸）

人口・世帯数　９月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区　
27区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
吉田　明弘　　　熊田　優香

　
父
和真
将輝
隆志

　
母
祥子
愛
真由美

　
行政区
新栄
東町３丁目
17区

お 誕 生
生まれた子
大門　周真
若林　楓禾
　松　蓮

だいもん　しゅうま

わかばやし   ふうか

わかまつ　  れん

　
行政区
12区
北町３丁目
12区
17区
西町３丁目
30区
35区
14区
17区西町

　
歳
96歳
55歳
94歳
78歳
75歳
97歳
81歳
90歳
94歳

おくやみ
亡き人
森﨑　
小岩　常美
坂井　慶市
工藤　ツエ子
近藤　利輝
中　　テル
秋山　スミ子
中田　正松
山本　フジ子

届出人
森崎　勉
小岩　貴子
坂井　政一
工藤　正之
近藤　順子
中條　敏己
秋山　泰彦
中田　秀子
山本　衛
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移動献血車
移動献血車が来町します。

場 所

JA東川事務所前

検 診 機 関

同左

旭川厚生病院

日 時

15日（金）
（前7:50集合）

21日（木）
22日（金）

（前7時～同9時まで）

場 所

旭川がん検診センター
（バス送迎）

保健福祉センター

内 容
○特定健診
○胃、肺、大腸がん検診
○肝炎検査
○特定健診
○胃、肺、大腸がん検診
○乳・子宮がん検診
○肝炎検査

締 め 切 り

1日まで
（余裕あれば応相談）

7日まで
（上記同）

役場庁舎前

東川養護学校前

旭川福祉専門学校前

時 間

9：30～11：30

12：30～13：30

14：00～15：00

15：30～16：30

実 施 日

12月6日
（金）

保健福祉課

集団検診のお知らせ
保健福祉センターとがん検診センターで集団検診を行います。今年特定健診とがん検診を受けていない方は、この機会に検診を受けましょう。

保健福祉課北海道最低賃金の改定

●北海道内で事業を営む使用者、その事業場で働くすべての
　労働者
●臨時、パートタイマー、アルバイトを含む、精・皆勤手当、
　通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金、時間外等割
　増賃金は算入されません

賃金額：時間給734円
10月18日から

厚生労働省、労働基準監督署

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
。

家
庭
内
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
、
幼
児
、
児
童
へ
の
虐

待
に
気
づ
い
た
ら
警
察
、
児
童
相
談
所
、

町
保
健
福
祉
課
、
町
民
生
委
員
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
法
律
で
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

○
子
供
を
た
た
く
よ
う
な
音
や
叫
び

声
が
聞
こ
え
る
○
不
自
然
な
傷
が
多
い

子
供
が
い
る
○
衣
服
や
体
が
い
つ
も
不

自
然
に
汚
れ
て
い
る
―
な
ど
は
児
童
虐

待
行
為
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

通
報
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
可
）

☎
０
５
７
０
|
０
６
４
|
０
０
０
、
旭

川
児
童
相
談
所
☎
23
|
８
１
９
５

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
た
め
の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

紹
介
。

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を

し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
を
確
認

し
ま
し
よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活

改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
得
可
）
。

日
時　

11
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

費
用　

１
０
０
円
（
食
材
費
の
一
部
負

　

担
）

し
た
。

　

外
交
官
に
な
っ
て
以
来
30
年
間
写
真

を
趣
味
と
し
て
毎
日
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

歩
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
昨
年
５
月
に

は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
旭
岳
を
訪
れ
た
と

い
い
、
「
素
晴
ら
し
い
景
色
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
じ
ゃ
な
い
か
と
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
絶
賛
し

ま
し
た
。

　

着
任
後
初
め
て
来
庁
し
、
「
写
真
の

町
で
す
か
ら
、
私
の
個
展
を
ぜ
ひ
開
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
撮
影
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
そ
の
時
は
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
」

な
ど
と
松
岡
市
郎
町
長
と
趣
味
の
写
真

談
義
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

中
国
語
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
勝

　

旭
川
日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
の
第

11
回
中
国
語
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
旭
川
大
会
が
旭
川
市
内
の
サ
ン
・

ア
ザ
レ
ア
で
開
か
れ
、
中
国
・
上
海
市

か
ら
来
町
し
て
い
る
王
雪
（
ワ
ン
・

シ
ュ
エ
）
さ
ん
（
27
）
が
日
本
語
部
門

弁
論
の
部
、
東
神
楽
町
立
志
比
内
小
学

対
象　

親
子
ど
な
た
で
も

内
容　

親
子
で
楽
し
む
運
動
会

講
師　

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
、
大
浦
厚
子

　

さ
ん 

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴

（
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
用
）

セ
ン
タ
ー
見
学
体
験
会「一緒
に
考
え

よ
う
」

　

来
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園
さ
せ

る
予
定
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
た

め
の
見
学
体
験
会
で
す
。
３
歳
児
以
上

の
お
子
さ
ん
の
様
子
を
見
学
し
ま
す
。

給
食
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

３
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２
日

　

生
ま
れ
以
降
）
、
４
歳
児
（
同
21
年

　

４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）
の
お
子
さ

　

ん
と
保
護
者

内
容　

見
学
体
験
会
（
各
ク
ラ
ス
に
入

　

り
ま
す
）

締
め
切
り　

11
月
14
日
（
木
）

定
員　

10
組
程
度

給
食
代　

１
８
０
円
（
親
子
１
食
分
、

　

当
日
徴
収
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

韓
国・チ
ャン
在
札
総
領
事
が
来
町

　

９
月
26
日
、
チ
ャ
ン
・
フ
ァ
ン
ソ
ン

（
鄭
煥
星
）
在
札
総
領
事
が
来
町
し
ま

校
４
年
、
朝
倉
愛
莉
さ
ん
（
10
）
が
中

国
語
部
門
朗
読
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

　

王
さ
ん
は
東
北
師
範
大
学
（
吉
林
省

長
春
市
）
入
学
後
か
ら
日
本
語
を
学
び
、

４
月
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
役
場
に

勤
務
。
来
町
し
た
時
に
接
し
た
町
民
の

温
か
さ
に
触
れ
、
「
学
ぶ
べ
き
日
本
人

の
『
和
』
の
心
」
と
題
し
て
流
ち
ょ
う

な
日
本
語
弁
論
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

朝
倉
さ
ん
は
、
王
さ
ん
が
先
生
と
な

っ
て
教
え
て
い
る
町
内
の
中
国
語
講
座

で
６
月
か
ら
中
国
語
を
学
び
始
め
た
か

わ
い
い
愛
弟
子
。
「
潘
多
拉
的
盒
子
」

（
パ
ン
ド
ラ
の
箱
）
と
い
う
題
の
文
章

を
美
し
い
発
音
で
朗
読
し
ま
し
た
。

防
火・防
災
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
支
部

長
賞

　

北
海
道
「
防
火
・
防
災
」
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
東
川
小
５
年
、
十
河
凛
音

（
り
お
ん
）
さ
ん
（
11
）
が
全
国
消
防

長
会
北
海
道
支
部
長
賞
を
受
賞
し
、
10

月
21
日
、
東
川
小
学
校
で
上
川
総
合
振

興
局
、
北
村
英
則
地
域
政
策
部
長
が
受

賞
伝
達
し
ま
し
た
。

　

道
内
38
小
、
中
学
校
の
児
童
、
生
徒

か
ら
作
文
４
１
１
作
品
、
ポ
ス
タ
ー
２

２
０
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
校
部

門
で
道
内
３
人
の
入
賞
作
品
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
作
文
が
大
好
き
。
て
い

ね
い
な
字
で
「
火
事
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
」
と
題
し
て
、
火
の
恐
さ
、
後
始

末
の
大
切
さ
な
ど
、
日
ご
ろ
の
防
火
意

識
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

体
育
の
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
熱

戦　
10
月
６
日
、
東
川
町
体
育
協
会
が
主

催
し
て
町
民
運
動
公
園
で
体
育
の
日
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
復
活
開
催
に
町
内
会
編

成
で
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
町
内
会
対

抗
試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

①
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北
町
３
丁
目
②
第

一
自
治
振
興
会
③
ハ
イ
パ
ワ
ー
26
区
④

西
区
町
内
会

税
の
個
別
相
談
を
開
設
し
ま
す

旭
川
東
税
務
署

　

11
月
、
12
月
に
開
設
す
る
税
の
相
談

日
は
11
月
８
日
（
金
）
、
同
月
22
日

（
金
）
、
12
月
13
日
（
金
）
の
３
日
間

で
す
。
申
告
ま
た
は
納
税
に
直
結
し
、

複
雑
で
具
体
的
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
個
別
相
談
（
個
別

照
会
）
は
、
事
前
に
日
時
を
予
約
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
旭
川
東
税
務
署
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
予
約
い
た
だ
く
と
、
あ
ら
か

じ
め
持
参
の
必
要
が
あ
る
書
類
な
ど
事

前
準
備
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。
相
談

は
順
番
を
待
た
ず
に
相
談
が
可
能
で
す
。

５
２
１
０
（
お
近
く
の
相
談
窓
口
の
ご

案
内
）
、
保
健
福
祉
課
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

　

新
し
い
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
11
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
７
価
ワ
ク
チ
ン
か
ら
13
価

ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
７

価
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
７
種
類
の
肺
炎
球

菌
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
13

価
ワ
ク
チ
ン
に
は
６
種
類
が
新
た
に
追

加
に
な
り
、
13
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
成
分

を
配
合
。
従
来
よ
り
も
多
く
の
種
類
の

肺
炎
球
菌
に
対
し
て
予
防
効
果
を
期
待

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
７
価
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を
開

始
し
て
い
る
方
も
11
月
以
降
は
新
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
な
り
ま
す
。
13
価
ワ
ク

チ
ン
で
残
り
回
数
の
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
５
１
０

０子
育
て
講
演
会
を
開
き
ま
す

　

楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の
講
演

会
で
す
。
子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
、
子
ど
も
と
の
係
わ
り
方
の
具
体
的

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

内
容　

講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活

習
慣
病
（
肥
満
症
）
」
、
調
理
実
習

（
試
食
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
「
男
の
料
理
教
室
」を
開
き
ま
す

　

食
生
活
改
善
協
議
会
の
主
催
で
男
性

対
象
の
料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。
食
生

活
改
善
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

楽
し
く
料
理
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
男
性

締
め
切
り　

11
月
14
日
（
木
）

費
用　

１
０
０
円
（
食
材
費
の
一
部
負

　

担
）

内
容　

簡
単
料
理

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）

悩
ま
な
い
で
〜
女
性
に
対
す
る
暴
力

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

　

女
性
の
約
10
人
に
1
人
が
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
」
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
ま

す
。

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
言
葉
の
暴
力

含
む
）
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の

被
害
な
ど
、
暴
力
被
害
の
具
体
的
な
内

容
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。

　

相
談
ナ
ビ
は
☎
０
５
７
０
|
０
|
５

　

11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

親
子
ど
な
た
で
も

内
容　

「
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
子

　

育
て
」

講
師　

旭
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ぱ
れ
っ
と
、
中
山
美
知
子
所
長

定
員　

な
し
（
要
予
約
）　

 

家
族
運
動
会
を
開
き
ま
す

　

家
族
で
体
を
動
か
し
汗
を
流
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
も
ご
一
緒
に
。 

日
時　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

師弟でダブル優勝した王さん（左）と朝倉さん
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

12
区　
　
　
　
　

坂
井　

政
一
様

14
区　
　
　
　
　

中
田
ナ
ツ
ヱ
様

　
　
　
　
　
　
　

中
田　

秀
子
様

17
西
区　
　
　
　

山
本　
　

衛
様

北
町
３
丁
目　
　

小
岩　

貴
子
様

30
区　
　
　
　
　

中
條　

瑞
枝
様

35
区　
　
　
　
　

秋
山　

泰
彦
様

東
神
楽
町　
　
　

半
田　

恵
子
様

《
社
会
福
祉
事
業
へ
》

12
区　
　
　
　
　

森
崎　
　

勉
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
、

社
協
相
談
室
で
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

11
月
21
日　

奥 

山 

富 

雄

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／11月末日（期限までの入居が要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人２人がいない場合は入居取り消しになります）
／住まい室（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　・②北団地A3（2LDK）原則3人世帯以上
　・③北団地A3（3LDK）については原則4人世帯以上
　※①清流中央団地A1については次のいずれかに該当する場合は単身入居も可能
　・申し込み時点で満60歳に到達されている方
　・身体障がい等級1～4級までの方、精神障がい等級1～３級、または知的障害（精神障害の程度に相当）の方
　・被生活保護者、ＤＶ被害者、ハンセン病療養者など
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
   ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ、同居者のいずれもが同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養の方などがいる場合

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居の親族がいない単身の方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください

①

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・１戸（1階）
・30,400円～
　　46,500円

アヴニールⅠ
1LDK（37.2㎡） 西町１丁目9番

・オール電化住宅
・自治会管理の共同灯及びポンプ電気
　代は別途

①
・1戸（1階）
・16,700円～
　　44,200円

清流中央団地A1
1LDK（50.97㎡） 西町3丁目8番

・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
　は別途
・オール電化機器リース料として北電
　に対し月4,000円程度別途必要（家賃
　とは別）

・ガス調理器、暖房機は各自
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
　は別途

・ガス調理器、暖房機は各自
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
　は別途

②

・平成13年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・オール電化（調理器、暖房機、温水器）
・物置付き、駐車場１台
・ペットは不可
・平成4年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは不可

・1戸（2階）
・21,300円～
　　55,700円

北団地A3
2LDK（66.98㎡） 北町3丁目11番

③

・平成4年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは不可

・1戸（2階）
・22,400円～
　　57,800円

北団地A3
3LDK（70.16㎡） 北町3丁目11番

受付期間 11月１日㈮～同月11日㈪
定住促進課住まい室
4戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成24年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

【水泳】
◆第９回深川年齢別水泳競技大会（９月
22日・深川市温水プール）

◇ビート板キック
▼８歳以下男子（25㍍）　③大和田彪尊
（東川町水泳少年団、以下同）
◇個人メドレー
▼９～10歳女子（100㍍）　②関息吹
▼11～12歳同（200㍍）　①鷲見圭飛②
山崎悠人
◇自由形
▼９～10歳女子（25㍍）　②鷲見莉子
▼８歳以下男子（同）　①丸一叶人③大

和田匠海
▼11～12歳同（同）　②鷲見圭飛③山崎
悠人
▼９～10歳女子（50㍍）　②菊地那月③
中西優生
◇背泳ぎ
▼８歳以下女子（25㍍）　①関いこい③
関ひより
▼９～10歳同（同）　①中西優生（大会
新）②鷲見莉子
▼８歳以下男子（同）　①下関煌正②大
和田匠海
▼９～10歳同（同）　②紺野光彩
▼15～18歳同（50㍍）　②藤巻倫太郎
▼同同（100㍍）　①藤巻倫太郎
◇平泳ぎ
▼９～10歳女子（50㍍）　①関息吹②菊
地那月
▼11～12歳男子（同）　③紺野碧依
◇バタフライ
▼８歳以下女子（25㍍）　①関いこい②
関ひより
▼同男子（同）　①丸一叶人（大会新）

▼９～10歳同（同）　①田代廉人
▼11～12歳女子（50㍍）　②大和田愛莉

【バレーボール】
◆第2回スーパー5バレーボール東川大
会（9月28日・東川町B&G海洋センター）
③ひがしかわジュニア

［訂正］
広報10月号、東川町民水泳大会の成績中、
背泳ぎ（25㍍）小学６年生の部１位は「吉
田ゆりか」さんの誤りです。お詫びして訂
正します。

各種大会成績各種大会成績

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

お
問
い
合
わ
せ
は
上
川
総
合
振
興
局

事
業
課
☎
26
|
４
４
６
１

自
衛
官
の
募
集自衛

隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

自
衛
官
候
補
生
、
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、
ま
た
は

町
内
募
集
相
談
員
の
小
野
さ
ん
☎
82
|

３
７
３
７
、
樽
井
さ
ん
☎
82
|
４
７
０

２▼
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以

　

上
27
歳
未
満
の
男
子
（
26
年
４
月
１

　

日
現
在
）

受
け
付
け　

随
時

試
験
日　

11
月
17
日
（
日
）
、
同
月
18

　

日
（
月
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
15
歳
以

　

上
17
歳
未
満
の
男
子
（
26
年
４
月
１

　

日
現
在
、
中
卒
、
中
学
校
卒
業
見
込

　

み
含
む
）

受
付
期
間　

11
月
1
日
（
金
）
〜
来
年

　

１
月
10
日
（
金
）

試
験
日　

来
年
１
月
18
日
（
土
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

訂
正

１
．
広
報
８
月
号
19
㌻
に
掲
載
し
た

「
故
中
川
元
町
長
の
遺
族
が
町
の
株

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
東
税
務
署
☎

23
|
６
２
９
１

指
名
手
配
の
犯
人
、と
思
った
ら
警
察へ

旭
川
方
面
旭
川
東
警
察
署

　

旭
川
東
警
察
署
で
は
、
全
国
に
指
名

手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
の
情
報
を
求
め

て
い
ま
す
。
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た
、

な
ど
わ
ず
か
な
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

近
く
の
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
国
指
名
手
配
に
な
っ
て
い
る
事
件

被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
凶
悪
事

件
、
暴
行
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
事
件

な
ど
約
８
３
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
こ
の
中
で
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
、
11
月
を
重
点
追

跡
捜
査
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

旭
川
東
警
察
署
は
☎
（
代
）
34
|
０

１
１
０

道
道
の
冬
期
間
通
行
止
め

上
川
総
合
振
興
局

　

道
道
瑞
穂
東
川
線
（
北
５
線
道
路
）

が
冬
期
間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　

①
北
５
線
東
10
号
、
「
原
田
宅
地
先

〜
奥
ゲ
ー
ト
区
間
」
（
１
・
５
㌔
㍍
）

は
、
11
月
14
日
（
木
）
か
ら
来
年
３
月

６
日
（
木
）
ま
で
、
②
「
ゲ
ー
ト
〜
奥

区
間
」
（
６
・
１
㌔
㍍
）
は
10
月
17
日

（
木
）
か
ら
来
年
５
月
15
日
（
木
）
ま

で
、
③
道
道
富
良
野
上
川
線
「
東
川
町

８
０
６
|
３
〜
同
町
１
０
７
４
|
8
3

ま
で
の
区
間
」
は
10
月
17
日
（
木
）
か

ら
来
年
５
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

主
制
度
に
出
資
」
の
記
事
中
、
美
枝

子
さ
ん
の
年
齢
は
87
歳
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
再
訂
正
し
ま
す
。

２
．
広
報
９
月
号
10
、
11
㌻
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
記
事
中
、
11
㌻
「
今
年
の

最
高
齢
は
68
歳
中
村
さ
ん
」
の
記
事

見
出
し
中
、
「
中
村
さ
ん
」
は
「
田

中
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
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「
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
育
児
書
」か
ら
思
う

　

近
ご
ろ
、
子
育
て
最
中
の
親

世
代
と
そ
の
親
、
祖
父
母
世
代

で
は
子
育
て
の
常
識
に
微
妙
な

ズ
レ
を
感
じ
る
、
と
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
以
前
は
あ
ま
り
良
く

な
い
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
今

は
違
う
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

た
と
え
ば
「
抱
き
癖
」
と
い

う
言
葉
は
、
「
ス
ポ
ッ
ク
博
士

の
育
児
書
」
（
１
９
４
６
年
初

版
、
ア
メ
リ
カ
の
小
児
科
医
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ポ
ッ
ク
著
）

を
根
拠
に
、
あ
ま
り
よ
く
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
泣
い
た
と
き
に
子
ど
も
を
す

ぐ
抱
っ
こ
し
て
い
る
と
、
抱
か

れ
て
い
な
い
と
泣
く
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
、
子
ど
も
が

泣
い
て
も
す
ぐ
に
抱
っ
こ
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
よ
う

な
内
容
で
し
た
。
し
か
し
現
在

で
は
、
『
抱
っ
こ
』
は
子
ど
も

に
と
っ
て
、
大
人
と
の
愛
着
関

係
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
情

緒
安
定
の
た
め
、
ま
た
感
情
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
構
築
の
た
め

に
も
と
て
も
大
切
な
育
児
行
動

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も

が
泣
い
た
時
に
は
抱
っ
こ
が
推

奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

育
児
書
に
も
そ
の
重
要
性
が

書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
が
遊
ん
で
い

て
抱
っ
こ
を
求
め
て
い
な
い
時

に
、
大
人
が
勝
手
に
「
か
わ
い

い
！
」
と
抱
き
上
げ

て
、
自
分
の
都

合
で
子
ど
も

の
活
動
を

中
断
し
て

ば
か
り
い

る
と
、
抱

っ
こ
し
か

満
足
で
き
る

も
の
が
な
く
な

り
ま
す
か
ら
、
抱
き

癖
と
い
わ
れ
る
現
象
が
起
き
て

し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
は
、
『
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
て
も
産
湯
を
つ
か
わ

な
い
』
と
い
う
方
法
（
ド
ラ
イ

テ
ク
ニ
ッ
ク
）
を
推
奨
す
る
病

院
が
あ
る
そ
う
で
す
。
体
温
の

喪
失
と
体
力
の
消
耗
を
防
ぐ
た

め
、
沐
浴
（
も
く
よ
く
）
を
せ

ず
に
血
液
な
ど
を
拭
う
だ
け
で

産
着
を
着
せ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

を
感
染
や
乾
燥
か
ら
守
っ
て
い

る
胎
脂
を
取
り
除
か
な
い
た
め

で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

祖
父
母
世
代
の
方
に
は
思
い

も
よ
ら
な
い
こ
と
で
、
新
し
い

育
児
法
に
一
歩
引
い
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
る
よ
う

で
す
。
と
は
い

う
も
の
の
、

溢
れ
る
育

児
情
報
に

迷
い
悩
む

パ
パ
、
マ

マ
が
い
る

こ
と
も
確
か

で
す
。
子
ど
も

を
大
切
に
思
う
気
持

ち
は
誰
も
み
な
同
じ
な
の
で
す
。

　

看
護
師
と
し
て
幼
児
セ
ン

タ
ー
の
保
健
室
に
勤
め
る
よ
う

に
な
り
、
改
め
て
子
育
て
に
難

し
い
時
代
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
東
川
町
は
「
子

育
て
に
や
さ
し
い
町
」
を
宣
言

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。
自
分
も
こ
の
町
で
子

育
て
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
親
は
子
育
て

に
責
任
を
持
ち
、
祖
父
母
は
そ

ん
な
親
の
相
談
相
手
、
協
力
者

と
な
り
、
そ
こ
に
町
の
政
策
も

あ
る
。
こ
の
町
で
子
育
て
す
る

方
に
と
っ
て
、
地
域
の
み
ん
な

で
変
化
し
て
い
る
子
育
て
事
情

を
学
び
、
親
が
も
っ
と
子
育
て

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

　

「
子
育
て
は
ど
ん
な
仕
事
よ

り
重
大
で
大
切
な
仕
事
で
す
」
。

こ
れ
は
私
が
第
１
子
を
生
ん
だ

時
の
母
か
ら
の
言
葉
で
す
。
と

て
も
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
言
、
「
子
育
て

期
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

る
か
ら
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
！
」

と
も
。
子
育
て
中
の
親
が
楽
し

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
も
き
っ
と
楽
し
い
は
ず
。

そ
う
し
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
き
っ
と
素
敵
な
大
人
に
成
長

し
、
こ
の
町
を
素
敵
な
町
に
し

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
育
児
書
」か
ら
思
う

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

町
で
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
の
後
期
申
し
込
み
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
冬
支
度
の
準
備
と
併
せ
て
、
体
の

健
康
度
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
定
健
診

　　

短
時
間
で
身
体
測
定
、
腹
囲
測
定
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
、
問
診
、
血
液
検
査
、

心
電
図
、
医
師
診
察
の
８
項
目
の
基
本
健

康
診
査
を
行
い
ま
す
（
国
民
健
康
保
険
以

外
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
っ

て
検
査
内
容
が
異
な
り
ま
す
）
。

　

お
手
元
の
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
使

っ
て
受
診
し
ま
す
。
今
年
４
月
上
旬
、
大

雪
地
区
広
域
連
合
で
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
黄
色
い
特

定
健
診
受
診
券
を
送
付
済
み
で
す
。
有
効

期
限
は
、
来
年
の
３
月
末
日
（
そ
の
年
度

の
末
日
）
ま
で
で
す
（
町
立
診
療
所
は
２

リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
以
前
に
健
診
し
た
時
に
は
大
丈
夫
だ

っ
た
」
な
ど
と
油
断
し
て
、
数
年
間
検
査

し
て
い
な
い
方
は
是
非
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
油
断
し

て
い
る
間
に
、
重

大
な
体
調
悪
化
に

な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

血
液
中
の
値
は
、

日
ご
ろ
の
食
事
、

運
動
、
生
活
習
慣

の
変
化
な
ど
で
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
い
つ
も
自
分
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
が
ん
検
診

　

が
ん
の
治
療
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
定

期
的
な
検
診
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
の
全
町
民
が
対

象
、
子
宮
頚
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女

性
が
対
象
で
す
。

　

乳
が
ん
、
子
宮
頚
（
け
い
）
が
ん
、
大

腸
が
ん
３
つ
の
が
ん
検
診
は
、
節
目
年
齢

の
方
（
子
宮
頸
が
ん
は
20
〜
40
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
40
〜

60
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
方
）
は
無
料
検

診
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
す
で
に
６
月
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
済
み
で
す
。
有
効
期

限
は
来
年
２
月
末
日
ま
で
で
す
の
で
、
有

効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
は
、
日
本
で
は
死
亡
原
因
第
１
位

と
致
死
率
の
高
い
病
気
の
一
つ
で
す
。

　

男
性
の
１
位
は
肺
が
ん
、
以
下
②
胃
が

ん
③
大
腸
が
ん
④
肝
臓
が
ん
⑤
膵
臓
（
す

い
ぞ
う
）
が
ん
―
と
続
き
ま
す
。
女
性
は

①
大
腸
が
ん
②
肺
が
ん
③
胃
が
ん
④
膵
臓

が
ん
⑤
乳
が
ん
―
の
順
で
す
（
２
０
１
１

年
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策

情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
役
場
保
健
指
導

室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
。

健
康
は
ほ
ん
の
少
し
の
気
遣
い
か
ら

元
気
に
長
生
き
、年
に
一
度
の
特
定
健
診
、が
ん
検
診

健
康
は
ほ
ん
の
少
し
の
気
遣
い
か
ら

元
気
に
長
生
き
、年
に
一
度
の
特
定
健
診
、が
ん
検
診

月
末
日
ま
で
）
。
有
効
期
限
が
近
づ
く
と

受
診
希
望
者
で
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
血
糖

値
な
ど
が
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
高
い
状
態

の
ま
ま
続
く
と
、
心
臓
、

脳
な
ど
体
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
血
管
を
傷
め
て
詰

ま
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

詰
ま
っ
た
部
分
は
働
か

な
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
な
ど
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
生
活
習
慣
病
に
着
目

し
て
、
主
に
そ
の
リ
ス
ク
度
合
い
を
調
べ

る
の
で
す
。

　

血
液
中
の
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
な
ど
の
異
常
は
、
外
見
や
自
覚
症
状
だ

け
で
は
判
断
で
き
に
く
い
で
す
が
、
血
液

デ
ー
タ
を
知
る
こ
と
で
具
体
的
な
危
険
度

　

急
増
し
て
い
る
高
血
圧
、脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、肝
硬
変
、心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
、脳
卒
中
な
ど
の
原
因

と
な
っ
て
、
健
康
を
損
な
い
か
ね
ま
せ
ん
。
が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
中
で
ト
ッ
プ
の
致
死
率
を
占
め
る
病
気
で
す
。
初
期

の
が
ん
、生
活
習
慣
病
に
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、自
分
で
気
づ
く
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め

に
、年
に
一
度
の
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
体
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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町
役
場
　□
編
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総
務
課
企
画
財
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2
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1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.721 N

ovem
ber 2013

2013.

11

【11月分】
☆後期高齢者健診を実施中（来年１月29日まで平日、町立診療所）

＜親子遊び体験教室＞
  1日㈮
29日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
5、6、11、12、13、18、19、20、25、26、27日
※26日㈫午後開放（０～１歳児）……………13：00～15：00
会場は幼児センターです

「運動会制作」……………………10:00～11:30
「落ち葉制作」……………………10:00～11:30

会場は保健福祉センターです（２歳ふれあいルーム除く）

７日㈭
８日㈮

14日㈭
15日㈮

21日㈭

28日㈭
11月の行事

第23回少年剣道東川大会（前９時、Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター）
東川町防災会議（後1時半、役場大会議室）
北方領土を知るつどい（後１時半、役場大会議室）
バンフ・マウンテンフィルムフェスティバルin東川（後４
時、農村環境改善センター）

３日㈰

12日㈫
15日㈮
16日㈯

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

ノルディック運動教室
ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
特定健診、がん検診送迎健診
（旭川がん検診センター）
、22日㈮特定健診、がん検診集団検診
（旭川厚生病院）
２歳ふれあいルーム
（子育て支援センター）

  9：30～11：30
13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

７：50集合

9：00～12：00

【12月分】
６日㈮
６日㈮
９日㈪
13日㈮

もぐもぐ教室、乳幼児健診
移動献血車来庁
じっくり子育て相談
栄養教室

18日㈪
19日㈫
19日㈫
20日㈬

26日㈫
27日㈬
28日㈭
30日㈯

7日㈭
21日㈭

8日㈮
22日㈮

リコーダーアンサンブルイコロ演奏会
ここりん研修会「自閉症中級③」
ここりん研修会「自閉症中級②」
メディカルアロマセラピー（せっけんづくり）

ここりん研修会「面接の技術①」
おとなり会（茶話会）
小さなメディカルハーブ体験
かぜのこくらぶ（こどもの遊び場）

……………………………………………
……………………………………………

……………………………………………
……………………………………………

カラダ美楽クラブ（第１、第３木曜日、定員8人）

健康体操教室（第２、第４金曜日、定員10人）

※体操教室…12月分の申し込みは11月25日㈪から

12:15～　
10:00～11:30
18:30～20:00

14:00～15:30
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00
14:00～16:00

10:00～11:00
10:00～11:00

10:00～11:00
10:00～11:00

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地生サロンここりん

東町1丁目7-10共

化ギャラリー
東町1丁目19-8文

インフォメーションインフォメーション

○11月３日㈰まで
　▶第43回東川町民総合文化祭作品展
○５日㈫～25日㈪
　▶三軌会写真部北海道支部展
○27日㈬～12月12日㈭まで
　▶第25回ＭＯＡ美術館東川児童作品展 
　▶中野實写真展
　　「JR最長各停列車2429D号で行こう‼」
　▶第22回林忠彦賞受賞記念写真展
○27日㈬～12月5㈭まで
　▶二小親子ふれあい写真展

※４日㈪、26日㈫は作品入れ替えのため休館


